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は
じ
め
に

「
文
献
」
は
、
読
む
側
の
立
場
に
よ
っ
て
受

け
取
り
方
が
大
き
く
変
わ
り
う
る
。
そ
れ
は

「
仏�
�

典�
�

」
や
「
聖�
�
�

教�
�
�」

に
つ
い
て
も
同
様
の
危

険
性
を
孕�
�

む
。
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
で
読
め
ば
マ
ル

キ
シ
ズ
ム
の
文
献
と
も
な
り
う
る
だ
ろ
う
し
、

差
別
を
容
認
・
正
当
化
す
る
立
場
か
ら
読
め

ば
、
そ
れ
に
都
合
の
い
い
読
み
方
を
さ
れ
る
可

能
性
が
あ
る
。
過
去
の
歴
史
的
事
実
と
し
て

も
、
教
学
が
差
別
の
正
当
化
や
助
長
へ
と
堕
し

た
要
因
は
、
ま
さ
に
そ
こ
に
関
わ
っ
て
お
り
、

差
別
意
識
に
汚
染
さ
れ
た
「
世
間
の
常
識
」
で

理
解
し
た
こ
と
に
よ
る
過�
�
�ち

で
あ
り
、「
経
典

と
差
別
」
が
問
わ
れ
る
根
元
だ
と
思
う
。「
仏

典
」
は
、「
仏�
�

の
大�
�

悲�

心�
�

」
が
説
か
れ
た
も
の

で
あ
る
か
ら
、「
仏
典
」
の
正
し
い
読
み
方
は
、

「
仏
の
大
悲
心
」
で
読
み
取
る
こ
と
で
あ
る
。

「
凡�
�

夫�

・
世
間
の
常
識
」
で
読
み
解
く
の
で
は

な
く
、
真
実
語
と
し
て
の
「
仏�
�

語�

」
と
、
大�
�

慈�

悲�

心�
�

と
し
て
の
「
仏�
�

願�
�

」
で
読
み
取
っ
て
い
か

ね
ば
な
ら
な
い
。

一
、「
随
順
仏
語
」
と
「
順
彼
仏
願
」

右
の
姿
勢
を
明
確
に
貫�
�
�い

た
の
が
善�
�

導�
�

大�
�

師�

で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
親
鸞
聖
人
は
、「
善�
�

導�
�

独�
�

明�
�
�

仏�
�

正�
�
�

意�

」
と
高
ら
か
に
称
讃
さ
れ
る
。

善
導
大
師
も
歴
史
的
制
約
か
ら
完
全
に
自
由
で

あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
善
導
大
師
は
五�

濁�
�
�

悪�
�

世�

に
あ
っ
て
、
き
わ
め
て
普
遍
的
な
視

座
を
打
ち
出
さ
れ
た
。
そ
れ
が
、「
随�
�

順�
�
�

仏�
�

語�

」
と
「
順�
�
�

彼�

仏�
�

願�
�

」
で
あ
る
。

①「
随
順
仏
語
」

右
に
見
た
「
善
導
独
り
」
と
は
、
言
う
ま
で

も
な
く
七�
�

高�
�

僧�
�

の
あ
と
の
六
師
に
対
し
て
で
は

な
い
。
善
導
大
師
が
活
躍
さ
れ
た
、
中
国
は
唐�
�

の
時
代
に
あ
っ
て
で
あ
る
。
中
国
仏
教
史
で

は
、
隋�
�

・
唐
の
時
代
は
、
あ
る
意
味
、
全
盛
期

と
言
え
る
。
中
国
は
、
た
び
た
び
王
朝
や
政
権

が
交
替
し
、
そ
の
都
度
、
仏
教
は
、
保
護
と
弾

圧
を
繰
り
返
さ
れ
、
権
力
に
翻�
�

弄�
�

さ
れ
続
け
た

の
が
中
国
仏
教
史
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
例
外

的
に
長
期
間
保
護
さ
れ
た
の
が
、
隋
・
唐
の
時

代
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
聖�
�
�

徳�
�

太�
�

子�

は
遣�
�

隋�
�

使�

を
派
遣
し
、
中
国
が
唐
の
時
代
に
移
っ
て

も
日
本
は
遣
唐
使
を
派
遣
し
、
最�
�

澄�
�
�

や
空�
�

海�
�

は
、
ま
さ
し
く
命
が
け
で
、
当
時
、
世
界
最
高

水
準
に
あ
っ
た
中
国
に
仏
教
を
学
び
、
日
本
に

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
総
合
研
究
所
副
所
長

満
井
秀
城

経
典
拝
読
の
基
本
姿
勢
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持
ち
帰
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
中
国

仏
教
と
し
て
は
全
盛
期
と
言
え
る
が
、
こ
と
、

念
仏
の
法
義
に
関
し
て
は
、
正
し
く
理
解
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
古�

今�
�

の
誤
り
を
楷�
�

定
�
�
�

さ
れ
た
の
が
、「
善
導
独
明
仏
正
意
」
と
言
わ

れ
る
所
以
�
�
�

で
あ
る
。

ど
う
誤
解
さ
れ
て
い
た
か
は
、
次
の
二
通
り

で
あ
る
。
一
つ
は
、
天�
�

台�
�

大�
�

師�

智�

顗�

の
よ
う
な

聖�
�
�

道�
�

の
諸
師
方
で
、
彼
ら
は
、「
念
仏
往
生
」

は
認
め
る
が
、
念
仏
に
よ
っ
て
往
生
で
き
る
浄

土
は
報�
�

土�

（
こ
の
上
な
く
尊�

�
�
い
浄
土
）
で
は
な

く
化�

土�

（
劣
っ
た
浄
土
）
と
見
た
。
二
つ
目
は

摂�
�
�

論�
�

学
派
の
人
た
ち
で
あ
る
。
摂
論
学
派
と

は
、
天�
�

親�
�

菩�

薩�
�

の
兄
で
あ
る
無�

著�
�
�

菩
薩
が
書

か
れ
た
『
摂�
�
�

大�
�

乗�
�
�

論�
�

』
を
根
拠
と
す
る
学
派

だ
が
、
彼
ら
は
聖
道
の
諸
師
方
と
比
べ
る
と
、

阿
弥
陀
仏
の
浄
土
が
化
土
で
は
な
く
報
土
だ
と

は
認
め
る
が
、
だ
か
ら
こ
そ
念
仏
だ
け
で
は
往

生
で
き
な
い
と
す
る
。

現
象
的
に
は
右
の
二
様
だ
が
、
論
理
は
同
質

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
安
か
ろ
う
悪
か
ろ
う
」

に
他
な
ら
な
い
。
念
仏
ぐ
ら
い
で
往
生
で
き
る

浄
土
は
大
し
た
と
こ
ろ
で
は
な
く
、
こ
の
上
な

い
浄
土
へ
の
往
生
は
念
仏
ぐ
ら
い
で
は
足
り
な

い
と
す
る
の
で
あ
る
。「
安
か
ろ
う
悪
か
ろ
う
」

は
、
人
間
の
世
界
で
は
言
い
得
て
も
、
所
詮
、

人
間
の
論
理
に
過
ぎ
な
い
。「
仏�
�

説�
�

」
と
い
う
、

さ
と
ら
れ
た
方
の
言
説
を
、
迷
い
の
人
間
の
論

理
で
推�

し
測
っ
て
も
意
味
は
な
い
。
仏
の
世
界

は
、
仏
の
論
理
で
判
断
す
べ
き
だ
と
す
る
の

が
、
善
導
大
師
の
方
法
論
な
の
で
あ
る
。
例
え

ば
、む

し
ろ
今�
�

世�

の
錯�
�
�り

を
傷�
�

り
て
仏
語
を
信
ぜ

よ
。
菩
薩
の
論
を
執�
�
�し

て
、
も
つ
て
指�

南�
�

と

な
す
べ
か
ら
ず
。（
註
釈
版
七
祖
篇
ｐ
３
２
４
）

と
い
う
仏
の
論
理
の
提
示
こ
そ
が
、「
随
順
仏

語
」
で
あ
る
。

②「
順
彼
仏
願
」

次
に
善
導
大
師
が
示
さ
れ
た
「
順�
�
�

彼�

仏�
�

願�
�

故�

」（
註
釈
版
七
祖
篇
ｐ
４
６
３
）
の
論
理
は
、

法�
�

然�
�

聖�
�
�

人�
�

の
回�

心�
�

の
契
機
と
し
て
、
あ
ま
り

に
も
有
名
で
あ
る
。「
な
ぜ
、
念
仏
が
正�
�
�

定
�
�
�

業�
�

な
の
か
」、「
な
ぜ
、
念
仏
一
つ
で
さ
と
り
を

ひ
ら
く
こ
と
が
で
き
る
の
か
」。
人
間
の
論
理

に
こ
だ
わ
る
限
り
、
こ
の
疑
問
を
解
く
こ
と
は

で
き
な
い
。
念
仏
一�
�

行�
�
�よ

り
も
諸�
�

行�
�
�が

勝�
�

れ

て
い
る
と
考
え
る
の
が
通
常
の
集
合
論
で
あ

る
。
そ
れ
を
、
善
導
大
師
は
、「
順
彼
仏
願
」、

ご
本
願
に
誓
わ
れ
て
い
る
か
ら
な
の
だ
と
、
明

快
に
仏
の
論
理
を
提
示
さ
れ
た
。
法
然
聖
人

も
、
ま
っ
た
く
同
じ
論
理
、「
依�

仏�
�

本�
�

願�
�

故�

」

（
註
釈
版
七
祖
篇
ｐ
１
２
８
５
）
と
述
べ
ら
れ
る
。

親
鸞
聖
人
も
、『
教�
�
�

行�
�
�

信�
�

証�
�
�

』「
後
序
」

に
、建�

�

仁�
�

辛
�
�
�
�

酉�
�

の
暦�
�

、
雑�
�

行�
�
�

を
棄�

て
て
本
願

に
帰�

す
。
               （
註
釈
版
ｐ
４
７
２
）

▶執筆者プロフィール

【生年】  1958年生ま
れ。

【経歴】 大阪大学大学
院文学研究科博士前期
課程修了・本願寺派宗
学院卒、宗学院研究
員、教学伝道研究所所
長などを経て、現在、
浄土真宗本願寺派総合
研究所副所長・本願寺
派司教。

【著書】『蓮如教学の
思 想 史 』（法 蔵 館 ）、

『安心決定鈔叙説』（永
田文昌堂）、『蓮如上人
のことば』（本願寺出
版）、『珠玉のことばた
ち』（同）など。

満 井 秀 城
みつい しゅうじょう
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と
の
記
述
が
あ
る
。「
建
仁
辛
酉
」、
つ
ま
り
建

仁
元
年
（
１
２
０
１
年
）
は
、
親
鸞
聖
人
が
、

比�

叡�
�

山�
�

を
下
り
法
然
聖
人
に
入
門
さ
れ
た
年
に

当
た
る
。
親
鸞
聖
人
は
言
葉
を
非
常
に
厳
密
に

扱
わ
れ
る
お
方
で
、「
雑
行
」
の
反
対
語
は
論

理
的
に
は
「
正�
�
�

行�
�
�」

で
あ
り
、「
雑
行
を
棄
て

て
正
行
に
帰
す
」
と
さ
れ
て
も
良
い
は
ず
だ

が
、
敢�

え
て
「
本
願
に
帰
す
」
と
述
べ
ら
れ
た

の
は
、
本
願
に
出�

遇�

わ
れ
た
感
激
を
、
こ
う
表

わ
さ
れ
ず
に
は
お
れ
な
か
っ
た
か
ら
と
思
わ
れ

る
。
同
じ
く
『
教
行
信
証
』「
後
序
」
に
、

慶�
�
�

ば
し
い
か
な
、
心
を
弘�

誓�
�

の
仏�
�

地�

に
樹�

て
、
                     （
註
釈
版
ｐ
４
７
３
）

と
、
自
ら
の
心
の
立
脚
点
を
「
弘
誓
の
仏
地
」

（
本
願
）
に
置
く
意
義
を
明
示
さ
れ
て
い
る
。

「
見�
�

濁�
�
�」

と
言
わ
れ
、
何
が
真
実
か
見
失
わ

れ
が
ち
な
今
の
世
に
あ
っ
て
、
確
か
な
普
遍
性

を
持
つ
座
標
軸
こ
そ
は
、「
随
順
仏
語
」、「
順

彼
仏
願
」
と
い
う
、
仏
の
論
理
で
あ
る
こ
と

は
、
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
く
る
で
あ
ろ

う
。
世
間
の
常
識
に
縛�
�

ら
れ
た
「
人
間
の
論

理
」
で
は
な
く
、
今
こ
そ
「
仏
の
論
理
」
の
必

要
性
を
強
調
し
て
お
き
た
い
。

二
、
親
鸞
聖
人
の

「
経
典
」
に
向
き
合
う
姿
勢

親
鸞
聖
人
の
「
経
典
」
に
向
き
合
う
姿
勢
に

つ
い
て
、
具
体
的
に
は
、
①『
歎�
�

異�

抄�
�
�』

の
説�
�

示�

、
②「
二�

双�
�

四�

重�
�
�

判�
�

」
を
通
し
て
考
え
て
み

た
い
。

①『
歎
異
抄
』
の
説
示

『
歎
異
抄
』
第
二
条
に
は
、
有
名
な
次
の
一

節
が
あ
る
。

弥�

陀�

の
本
願
ま
こ
と
に
お
は
し
ま
さ
ば
、
釈
�
�
�

尊�
�

の
説
教
虚�
�

言�
�

な
る
べ
か
ら
ず
。
仏
説
ま
こ

と
に
お
は
し
ま
さ
ば
、
善
導
の
御�
�

釈�
�
�

虚
言

し
た
ま
ふ
べ
か
ら
ず
。
善
導
の
御
釈
ま
こ
と

な
ら
ば
、
法
然
の
仰�
�

せ
そ
ら
ご
と
な
ら
ん

や
。
法
然
の
仰
せ
ま
こ
と
な
ら
ば
、
親
鸞
が

申
す
む
ね
、
ま
た
も
つ
て
む
な
し
か
る
べ
か

ら
ず
候�
�
�ふ

か
。
         （
註
釈
版
ｐ
８
３
３
）

は
る
ば
る
命
が
け
で
、
関
東
か
ら
は
る
か
京

都
ま
で
や
っ
て
来
た
同�
�

行�
�
�た

ち
は
、「
本
願
念

仏
」
に
自
信
を
失
い
か
け
て
い
た
、
あ
る
い

は
、「
本
願
」
の
真
実
性
に
確
証
を
求
め
て
い

た
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
同
行
た
ち
に
は
、

「
か
く
か
く
し
か
じ
か
だ
か
ら
、
本
願
は
間
違

い
な
く
真
実
な
の
だ
」
と
い
う
説
明
が
普
通
の

論
理
展
開
の
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
拘�
�

わ
ら

ず
、
親
鸞
聖
人
の
論
法
は
、
正
反
対
で
あ
る
。

「
な
ぜ
、
本
願
が
真
実
と
言
え
る
の
か
」
が

知
り
た
い
人
た
ち
に
対
し
て
、「
本
願
が
真
実

で
あ
れ
ば
」
と
し
て
、
ま
っ
た
く
逆
の
論
理
展

開
で
あ
る
。
一
般
の
論
理
学
で
は
、
こ
れ
を

「
論
点
先
取
」
と
い
う
「
矛�

盾�
�
�

」
と
考
え
る
。

し
か
し
、
そ
れ
は
、「
人
間
」
の
論
理
立
て
に

過
ぎ
な
い
。
親
鸞
聖
人
が
、
敢
え
て
こ
う
述
べ

ら
れ
る
の
は
、
仏
の
世
界
の
こ
と
は
、
仏
の
論

理
で
し
か
語
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
私
た
ち
迷

い
の
世
界
の
論
理
で
、
自
分
の
理
性
判
断
に
よ

っ
て
、
合�

点�
�

が
い
く
と
か
い
か
な
い
と
か
、
そ

う
い
う
次
元
の
こ
と
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

凡
夫
の
迷
い
の
論
理
に
よ
っ
て
、
さ
と
り
の

世
界
の
真
実
性
を
証
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

し
、
逆
に
言
え
ば
、
凡
夫
の
虚�

妄�
�

の
論
理
に
よ

っ
て
、
さ
と
ら
れ
た
方
の
真
実
語
を
疑
う
こ
と

も
で
き
な
い
。「
弥
陀
の
本
願
ま
こ
と
」・「
仏

経典拝読の基本姿勢
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説
ま
こ
と
」
と
い
う
、「
順
彼
仏
願
」・「
随
順

仏
語
」
を
基
本
に
据�

え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
、

あ
ら
た
め
て
確
認
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

②「
二
双
四
重
判
」

「
二
双
四
重
判
」（
註
釈
版
ｐ
２
４
６
）
は
、

親
鸞
聖
人
独
自
の
教�
�
�

判�
�

論
で
あ
る
こ
と
は
、

夙�
�

に
知
ら
れ
て
い
る
。「
教
判
」
と
は
、「
教�
�
�

相�
�

判�
�

釈�
�
�」

と
も
言
わ
れ
、
釈
尊
ご
一
代
の
ご
説
法

で
あ
る
「
経
典
」
の
中
か
ら
、
ど
れ
が
釈
尊
の

ご
本
意
で
あ
る
か
を
見
定
め
る
も
の
で
あ
る
。

親
鸞
聖
人
も
、
ま
た
恩
師
法
然
聖
人
も
、
と

も
に
か
つ
て
学
問
と
修
行
を
励
ま
れ
た
比
叡
山

で
は
、「
五�

時�

教
判
」
と
い
う
教
判
論
で
あ
っ

た
。
一
言
で
言
え
ば
、
こ
れ
は
、「
時
代
区
分

に
よ
る
教
判
」
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
釈
尊
成
�
�
�

道�
�

後
の
数
々
の
ご
説
法
（
経
典
群
）
を
、
五
つ

に
時
代
区
分
し
て
、
そ
の
第
五
番
目
に
当
た
る

最
後
を
、
釈
尊
の
結
論
・
釈
尊
の
本
意
と
考
え

る
方
法
論
で
あ
る
。
天
台
で
は
、
こ
れ
に
基
づ

い
て
『
法�

華�

経�
�
�

』
こ
そ
が
、
釈
尊
の
ご
本
意

で
あ
る
と
判
定
し
た
の
で
あ
る
。

親
鸞
聖
人
は
、
比
叡
山
で
の
学
問
・
修
行
を

通
し
て
、
こ
の
「
五
時
教
判
」
は
、
骨
の
髄�
�

ま

で
染
み
込
ん
で
い
た
は
ず
で
あ
る
。

「
五
時
教
判
」
が
、
時
代
区
分
と
い
う
方
法

に
よ
っ
て
、『
法
華
経
』
の
真
実
性
を
導
い
た

の
に
対
し
、
親
鸞
聖
人
は
、
教
え
の
内
容
に
よ

っ
て
、
つ
ま
り
質
的
な
手
法
を
採
ら
れ
た
。

ま
ず
、
聖
道
門
と
浄
土
門
と
を
区
分
す
れ

ば
、
教
え
の
内
容
と
し
て
は
、
自
力
か
他
力
か

で
あ
る
。
一
歩
一
歩
修
行
を
重
ね
る
（
竪
）
と

い
う
「
自
力
」
と
、「
弘
誓
の
船
」
と
い
う

「
他
力
」
に
よ
っ
て
、
一
飛
び
に
（
横
）
さ
と

り
に
至
る
と
の
違
い
で
あ
る
。
つ
ま
り
は
、
教

え
の
内
容
と
し
て
、「
自
力
」
か
「
他
力
」
か

に
よ
っ
て
、
ま
ず
二
つ
に
区
分
さ
れ
る
わ
け
で

あ
る
。
次
に
、
同
じ
他
力
の
浄
土
門
で
あ
り
な

が
ら
、
次�

生�
�
�

成�
�
�

仏�
�

と
し
て
、
命
終
わ
っ
た
後

に
は
直
ち
に
浄
土
で
さ
と
り
を
ひ
ら
く
者
と
、

ま
だ
迷
い
続
け
る
者
が
い
る
の
は
、
何
故
か
を

考
え
て
み
る
と
、
浄
土
門
で
あ
り
な
が
ら
、
い

ま
だ
に
本
願
を
疑
っ
て
い
る
者
は
迷
い
続
け
る

こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
同
じ
浄

土
門
な
の
に
、
す
ぐ
に
さ
と
る
こ
と
が
で
き
る

者
（
超
）
と
、
迷
い
続
け
る
者
（
出
）
と
の
違

い
が
起
こ
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
現
象
的
に

は
、
速
い
（
超
）
か
、
遅
い
（
出
）
か
で
あ
る

が
、
そ
の
理
由
は
、
本
願
を
信�
�

受�
�

す
る
か
、
疑

う
か
に
依�

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。「
他
力
」（
仏

力
）
で
あ
り
な
が
ら
、「
自
力
」（
人
間
の
力
）

が
混
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
す
ぐ
に
さ
と
る
こ

と
が
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。「
横�
�

超�
�
�の

菩�

提�
�

心�
�

」
と
は
、
弥
陀
の
本
願
を
信
受
す
る
「
他

力
」
を
「
二
重
に
」
ふ
る
い
に
か
け
る
こ
と
に

よ
っ
て
導
か
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
つ
ま
り
は
、

「
弥
陀
の
本
願
」
を
基
軸
に
置
く
「
順
彼
仏
願
」

に
徹
し
て
お
ら
れ
る
こ
と
が
、
こ
こ
で
も
確
認

で
き
る
で
あ
ろ
う
。

今
月
号
と
来
月
号
の
２
回
に
わ
た
っ
て
「
御

同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
」（
実
践
運
動
）

人
権
啓
発
推
進
僧
侶
研
修
会
の
研
修
課
題
②

（「
み
教
え
と
差
別
の
現
実
」
に
つ
い
て
）
の

参
考
資
料
『
み
教
え
と
差
別
の
現
実
』
の
内

容
を
よ
り
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
原

稿
掲
載
い
た
し
ま
す
。
今
月
号
は
「
参
考
資

料
作
成
委
員
会
」
の
満
井
秀
城
委
員
に
執
筆

い
た
だ
き
ま
し
た
。社会

部
（
人
権
問
題
担
当
）
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